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1. 四国支部研究会の報告 

プロジェクトマネジメント学会四国支部では，平

成 21年度も年 4回の研究会を 5,7,10,12月に実施い

たしました． 
各回研究会とも，大勢の会員の方々に参加してい

ただき，活発な質疑応答，意見交換が行われました． 
 

第 1 回研究会 
日時：5 月 27 日(水)14：00～16：00 
場所：香川大学工学部 社会連携・知的財産センタ

ー3F セミナー室 
講演：「分散ソフトウェア開発とグループウェア」 
講師：香川大学工学部信頼性情報システム工学科 

教授  垂水浩幸氏 
出席者：27 名 
 

 

研究会の様子 
 

CSCW （ Computer Supported Cooperative 
Work）に関する技術的側面と社会的側面からの研

究について，国際会議（CSCW2004 など）で発表

された論文を題材に，近年の研究動向が紹介された．

オープンソース開発環境，インフォーマルコミュニ

ケーション，国際分業，などのコミュニケーション

データの分析を中心に解説して頂きました． 
 
第 2 回研究会 
日時：7 月 9 日(木)14：00～16：00 
場所：香川大学幸町北（教育学部）キャンパス 
  研究交流棟５Ｆ研究交流スペース 

講演：「営業におけるイノベーションとプロジェク

トマネジメントの融合について」 
講師：日本アイ・ビー・エム株式会社 

渡井 祥一氏 
出席者：36 名 
 
前半では，サービスサイエンス動向と,グローバル

なアウトソーシングビジネスの事例について説明が

ありました． 
後半は，コールセンターの営業活動ログを利用し

て，営業活動においてどのような行動がパフォーマ

ンスを規定するのかについて実証研究の紹介があり

ました．プロジェクト管理手法はなじまないとされ

ていた営業における管理手法の実証研究は非常に少

なく，具体的には，BANT 基準，Budget(予算)/ 
Authority（意思決定）/Needs（ニーズ）/Timeframe
（契約時期）によるクラスター分析についてご講演

いただきました． 
 

第 3 回研究会 
日時：10 月 6 日(火)14：00～16：00 



場所：香川大学幸町北（教育学部）キャンパス 
  研究交流棟５Ｆ研究交流スペース 

講演：「リスクマネジメントと類似テーマについて

の考察 ～ 失敗 PJ の分析，失敗学，技術／

技術者倫理等の対比を踏まえて ～」 
講師：日本電気株式会社    岡田 清久氏 
出席者：38 名 
 

IT系企業おいて，プロジェクト完遂の難易度が高

くなり，特に，プロジェクトのリスクマネジメント

への注目と期待が急増しています．一方，個人のレ

ベル，企業・組織のレベル，社会のレベルで発生す

る問題事象について，その原因究明結果を問題発生

防止に活かせるよう知識化することや，個人，企業・

組織のレベルでの倫理問題としての取組みが着実に

実践されだしています． 
 これらは，問題の予防か，問題発生後の教訓の展

開か，とかいった見え方の差異はあれ，その意図す

る根源的なものは共通していると考えられ，これら

類似テーマについて対比・考察して頂きました． 
 
第 4 回研究会 
日時： 2009 年 12 月 15 日(水) 14：00～16：00 
場所： 香川大学幸町北（教育学部）キャンパス 
  研究交流棟５Ｆ研究交流スペース 

共催：日本経営システム学会中四国支部 
講演：「プロジェクトマネジメント最新事情」 
講師：プロジェクトマネジメント学会常任理事 
   ＰＭラボラトリー代表（元日本ＩＢＭ専務取

締役，前東京大学特任教授） 
   冨永 章氏 
出席者： 40 名 
 
最近のＰＭ（プロジェクトマネジメント）を巡る

世界の動きは，再び活発化して見えます．様々な新

分野で，関係者数が 2 桁成長を 40 年も維持し続け

ている領域が他には見られません．ＰＭ研究文献の

著作と引用数を点検すると，ここ数年でＰＭ追究に

関する国際的な引用やコラボレーションが急に進ん

できたことがわかります．折柄ＰＭの国際標準（Ｉ

ＳＯ21500）化が進行中であり，本年 6 月のＰＣ236
東京会議を経て，コミッティードラフトの段階にあ

ります．来夏リオデジャネイロ会議までに更に固ま

ってくるでしょう．このタイミングで，モダンＰＭ

とその効用を改めてレビューし，国際標準化が日本

の企業や経営，個人にもたらす意義と，ＰＭにおけ

る今後の進展分野を展望していただきました． 
 
2. 平成 21 年度および 22 年度の活動予定 
 平成 21 年度の最後の行事として，年次大会を実

施する予定です． 
ＰＭ学会四国支部総会・年次大会 
日時：2010 年 2 月 16 日(火)13：00～17：30 
場所：香川大学幸町北（教育学部）キャンパス 
    研究交流棟５Ｆ研究交流スペース 
共催：香川大学 地域マネジメント研究科，工学部 
後援：四国経済産業局，香川県，特定非営利活動法

人 ＩＴコーディネータ協会 
 
また，平成 22 年度も，年 4 回の研究会と年次大

会を開催する予定です． 
引き続き，ＩＴＣ団体（ＩＴＣ四国，ＩＴＣかが

わ）やＩＳＯネットワーク，香川県情報システムサ

ービス協議会，香川大学知的財産・社会連携センタ

ーなどの団体との交流を深め，幅広い方に研究会へ

の参加を呼び掛け，新規会員の開拓に努めたいと考

えています． 
昨年末，四国支部には小山支部長がお亡くなりに

なるという悲しい出来事がございました．支部会員

一同ご冥福をお祈りしております． 
 
四国支部お問い合わせ先 
事務局：香川大学大学院地域マネジメント研究科 

板倉研究室 
〒760-8523  香川県高松市幸町 2-1 
TEL&FAX 087-832-1872 
電子メール： nakayama@italabo.com 
ホームページ： 

http://www.italabo.com/PMshikoku/ 
                                                  
* 香川大学大学院地域マネジメント研究科 


